
 

令和５年度 第２回 舞阪中学校 学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年７月２６日（水） １４時００分から１５時１０分まで 

２ 開 催 場 所  舞阪中学校 １階 会議室 

３ 出 席 委 員  渡邉 東一、鈴木 孝一、江間 雅尾、河合 數馬、小内 正枝、片桐 美惠子、

佐々木 雄一 

４ 欠 席 委 員  鈴木 明日香 

５ オブザーバー 河合 一徳（舞阪協働センター副所長） 

６ 学    校  中村 真由美（校長）、松下 宏幸（教頭）、鈴木 朱美（教務主任）、 

桑波田 雅代（２年学年主任）小柳 有希（ＣＳ担当職員）、 

宮﨑 友貴（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会   牧野 知子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 宮﨑 友貴 

１０ 議長の選出 

議長は前回会議（第１回）の経緯より、渡邉委員が務めることを申し出、全員異議なくこれを

承認した。 

 

１１ 協 議 事 項 

（１）職場体験について 

（２）校則について 

 

１２ 会 議 記 録 

  司会の小柳ＣＳ担当職員から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているた

め、会議が成立している旨の報告があった。 

 

 （１）職場体験について 

議長の指示により、桑波田２年学年主任から、別紙資料に基づき、今年度の職場体験実施計画

案について説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

 

・子どもは同じ目的意識を持つ子が集まるのか。どのように班編成されるのか。（鈴木委員） 

 →生徒に業種アンケートを実施し、担任とも話し合い学校側が班を作る。第１希望に行かせて

あげたいが第３・４希望になる可能性もある。（桑波田主任） 

・リストの中から体験先を選ぶことは決定しているのか。別の事業所を提案してもよいのか。（片

桐委員） 

 →バスや電車で行ける所を考えている。これから連絡するのでぜひ紹介してほしい。（桑波田

主任） 



・今回決まった体験先が将来就きたい仕事に直結しない場合もある。どの仕事でもやりがいはあ

り、働く意義はある。しっかりと事前指導をして送り出すことが大切。（渡邉委員） 

 →生徒には体験後「ここが素晴らしい」と紹介できることを見つけてくるように指導している。

（桑波田主任） 

・生徒が体験先の候補について意見を言うことはできるのか。（江間委員） 

 →学校が体験先リストを提示し、生徒はその中から選ぶことになると思う。（桑波田主任） 

・畑や建築現場など体を動かす系の体験先を入れてはどうか。（小内委員） 

・職場体験をした子に話を聞いたがとてもうれしそうだった。ぜひ良い体験をしてもらいたい。

（河合委員） 

・ぜひ舞阪ならではの水産関係の仕事を体験してほしい。（佐々木委員） 

 

 

（２）校則について 

松下教頭から、別紙資料に基づき、舞阪中学校の校則の見直し（昨年度の経過と結果）につい

て説明があった。委員からの発言は、以下の通りである。 

 

・今の生徒は生徒手帳を持っているのか（校則はどこに記載されているのか）。（河合委員） 

 →現在は手帳を配布していないが、代わりに学校から配布される予定帳に校則が記載されてい

る。（松下教頭） 

・子どもたちからどのような意見が出たのか教えてほしい。（鈴木委員） 

 →生徒は校則に対して「自分を守るもの」や「スムーズな学校生活を送るためのもの」といっ

た良いイメージを持っている。いろいろな意見があったが、一番要望が多かったのは今回変

更した靴と靴下の色についてであった。（中村校長） 

・たくさんあった生徒の意見をどのようにまとめたのか。多数決か。（渡邉委員） 

 →生徒会が主導となってまとめてくれた。その後の混乱がないので、生徒は受け入れてくれた

のだと思っている。（中村校長） 

 →個人の価値観が多様化している。性急ではなく時間をかけて子どもが納得した形におさまる

とよいと思う。（渡邉委員） 

・朝読書の５分間は効果があるのか。（片桐委員） 

 →子どもの集中力はそのぐらいである。新聞の一面記事を読むのもいいと思う。（小内委員） 

 →本に向かうことで心を整え、気持ちを落ち着かせることも目的ではないか。（渡邉委員） 

・８時１０分に着席していないと遅刻になるのか。慌てて来ると事故につながる。（河合委員） 

 →遅刻になる。余裕をもって登校するよう指導している。（中村校長） 

 ・自転車のヘルメットは努力義務となっているが、放課後など学校に登校する以外の場面での着

用は促しているのか。（小内委員） 

  →学校では特に指導していないが、今後考えていかなくてはならない。（中村校長） 

  →細かなことまで規定すると、校則が煩雑なものになる。書いていないことは生徒自身に考え 

させることも大切だと考える。（渡邉委員） 

 



その他報告事項等 

鈴木教務主任から、1学期に実施したキャリア講座について報告があった。 

宮﨑ＣＳディレクターから、次回の会議は、令和５年１１月１６日（木）午後２時から１階会

議室で開催する旨の報告があった。 

第３回議長の選出について、鈴木委員が務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

 


